
 　 別 紙

 　 　 　 質 屋 営 業 法 に 基 づ く 営 業 停 止 命 令 及 び 許 可 の 取 消 し の 基 準

 （ 趣 旨 ）

 第 １ 条 　 こ の 基 準 は 、 質 屋 （ 質 屋 が 未 成 年 者 又 は 成 年 被 後 見 人 で

 　 あ る 場 合 に お い て は 、 そ の 法 定 代 理 人 を 含 む 。 以 下 同 じ ） 又。

 　 は 代 理 人 若 し く は 使 用 人 そ の 他 の 従 業 者 が 行 っ た 法 令 違 反 行 為

 　 に 対 し 千 葉 県 公 安 委 員 会 （ 以 下 「 公 安 委 員 会 」 と い う ） が 営。

 　 業 停 止 命 令 又 は 許 可 の 取 消 し を 行 う た め の 要 件 等 に つ い て 必 要

 　 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

 （ 用 語 の 意 義 ）

 第 ２ 条 　 こ の 基 準 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ

 　 れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

 （ １ ） 営 業 停 止 命 令 　 質 屋 営 業 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ５ ８ 号 。

 　 　 以 下 法 と い う 第 ２ ５ 条 の 規 定 に 基 づ き 質 屋 に 対 し「 」 。） 、 、

 　 　 質 屋 営 業 の 停 止 を 命 ず る こ と を い う 。

 （ ２ ） 許 可 の 取 消 し 　 法 第 ２ ５ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 質 屋 に 対 し 、

 　 　 そ の 質 屋 営 業 の 許 可 を 取 り 消 す こ と を い う 。

 （ ３ ） 法 令 違 反 行 為 　 法 、 法 に 基 づ く 命 令 又 は 他 の 法 令 の 規 定 に

 　 　 違 反 す る 行 為 を い う 。

 （ ４ ） 営 業 停 止 命 令 対 象 行 為 　 営 業 停 止 命 令 の 理 由 と し た 法 令 違

 　 　 反 行 為 を い う 。

 （ ５ ） 営 業 停 止 期 間 　 営 業 停 止 命 令 に お い て 質 屋 が 営 業 を 停 止 し

 　 　 な け れ ば な ら な い こ と と す る 期 間 を い う 。

 （ 法 令 違 反 行 為 の 分 類 ）

 第 ３ 条 　 法 令 違 反 行 為 は 、 別 表 第 １ 及 び 第 ２ に 定 め る と お り 、 法

 　 に 違 反 す る 行 為 を Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 及 び Ｄ 、 法 以 外 の 法 令 に 違 反 す る

 　 行 為 を Ｅ 、 Ｆ 、 Ｇ 及 び Ｈ に 分 類 す る も の と す る 。

 （ 営 業 停 止 命 令 を 行 う べ き 場 合 ）

 第 ４ 条 　 次 の 各 号 の う ち い ず れ か に 該 当 し 、 盗 品 等 の 売 買 等 の 防

 　 止 又 は 盗 品 等 の 速 や か な 発 見 が 著 し く 阻 害 さ れ る お そ れ が あ る

 　 と 認 め る 場 合 は 、 営 業 停 止 命 令 を 行 う も の と す る 。

 （ １ ） 質 屋 が Ｂ 、 Ｃ 又 は Ｄ に 分 類 さ れ る も の を 行 っ た と き 。

 （ ２ ） 質 屋 が Ｅ 、 Ｆ 、 Ｇ 又 は Ｈ に 分 類 さ れ る も の を 行 っ た こ と に

 　 　 よ り 罰 金 刑 に 処 せ ら れ た と き 。



 （ ３ ） 質 屋 が そ の 代 理 人 又 は 使 用 人 そ の 他 の 従 業 者 （ 以 下 「 代 理

 　 　 人 等 」 と い う ） に 対 す る 指 導 及 び 監 督 そ の 他 代 理 人 等 に よ。

 　 　 る 法 令 違 反 行 為 を 防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 を 尽 く し て い な

 　 　 か っ た こ と に よ り 、 代 理 人 等 が Ｂ 、 Ｃ 又 は Ｄ に 分 類 さ れ る も

 　 　 の を 行 っ た と き 。

 （ 営 業 停 止 命 令 に 係 る 基 準 期 間 等 ）

 第 ５ 条 　 営 業 停 止 命 令 に 係 る 基 準 期 間 、 短 期 及 び 長 期 （ 以 下 そ れ

 　 ぞ れ 「 基 準 期 間 「 短 期 」 及 び 「 長 期 」 と い う ） は 、 次 の 各」、 。

 　 号 に 掲 げ る 法 令 違 反 行 為 の 分 類 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定

 　 め る と お り と す る 。

 （ １ ） Ｅ 　 　 　 　 基 準 期 間 は ４ 月 、 短 期 は ２ 月 、 長 期 は ６ 月 と す

 　 　 る 。

 （ ２ ） Ｂ 及 び Ｆ 　 基 準 期 間 は ２ 月 、 短 期 は １ 月 、 長 期 は ４ 月 と す

 　 　 る 。

 （ ３ ） Ｃ 及 び Ｇ 　 基 準 期 間 は １ 月 、 短 期 は １ ４ 日 、 長 期 は ２ 月 と

 　 　 す る 。

 （ ４ ） Ｄ 及 び Ｈ 　 基 準 期 間 は １ ４ 日 、 短 期 は ７ 日 、 長 期 は １ 月 と

 　 　 す る 。

 （ 営 業 停 止 命 令 の 併 合 ）

 第 ６ 条 　 法 令 違 反 行 為 に 該 当 す る 行 為 が ２ 個 以 上 行 わ れ た 場 合 に

 　 お い て 営 業 停 止 命 令 を 行 う と き は 、 １ 個 の 営 業 停 止 命 令 を 行 う

 　 も の と す る 。

 ２ 　 前 項 の 場 合 に お け る 基 準 期 間 、 短 期 及 び 長 期 は 、 そ れ ぞ れ 次

 　 の 各 号 に 定 め る と お り と す る 。

 （ １ ） 基 準 期 間 　 各 法 令 違 反 行 為 に つ い て 前 条 の 規 定 に よ り 定 め

 　 　 ら れ た 基 準 期 間 の う ち 最 も 長 い も の （ そ の 長 い も の が １ 月 で

 　 　 あ る 場 合 に あ っ て は 、 ３ ０ 日 ） に そ の ２ 分 の １ の 期 間 を 加 算

 　 　 し た 期 間 （ そ の 期 間 に １ 日 に 満 た な い 端 数 が あ る と き に あ っ

 　 　 て は 、 こ れ を 切 り 捨 て る も の と す る ）。

 （ ２ ） 短 期 　 各 法 令 違 反 行 為 に つ い て 前 条 の 規 定 に よ り 定 め ら れ

 　 　 た 短 期 の う ち 最 も 長 い も の

 （ ３ ） 長 期 　 各 法 令 違 反 行 為 に つ い て 前 条 の 規 定 に よ り 定 め ら れ

 　 　 た 長 期 の う ち 最 も 長 い も の に そ の ２ 分 の １ を 加 算 し た 期 間 　

 　 　 （ そ の 期 間 に １ 日 に 満 た な い 端 数 が あ る と き は 、 こ れ を 切 り



 　 　 捨 て る も の と す る ）。

 （ 観 念 的 競 合 ）

 第 ７ 条 　 １ 個 の 行 為 が ２ 個 以 上 の 法 令 違 反 行 為 に 該 当 す る も の で

 　 あ る 場 合 に お い て 営 業 停 止 命 令 を 行 う と き は 、 各 法 令 違 反 行 為

 　 に つ い て 第 ５ 条 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 基 準 期 間 、 短 期 及 び 長

 　 期 の う ち 、 最 も 長 い も の を そ れ ぞ れ 基 準 期 間 、 短 期 及 び 長 期 と

 　 す る 。

 （ 常 習 違 反 加 重 ）

 第 ８ 条 　 質 屋 が 営 業 停 止 命 令 を 受 け た 日 か ら ３ 年 以 内 に 当 該 質 屋

 　 に 営 業 停 止 命 令 を 行 う と き は 、 当 該 営 業 停 止 命 令 に 係 る 法 令 違

 　 反 行 為 に つ い て 第 ５ 条 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 基 準 期 間 、 短 期

 　 及 び 長 期 に そ れ ぞ れ ２ を 乗 じ た 期 間 を 基 準 期 間 、 短 期 及 び 長 期

 　 と す る 。

 （ 営 業 停 止 期 間 の 決 定 ）

 第 ９ 条 　 営 業 停 止 期 間 は 、 第 ５ 条 か ら 前 条 ま で の 規 定 に よ り 定 め

 　 ら れ た 基 準 期 間 と す る 。

 ２ 　 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 事

 　 由 が あ る と き は 、 第 ５ 条 か ら 前 条 ま で の 規 定 に よ り 定 め ら れ た

 　 短 期 を 下 回 ら な い 範 囲 内 に お い て 、 基 準 期 間 よ り 短 い 期 間 を 営

 　 業 停 止 期 間 と す る こ と が で き る 。

 （ １ ） 営 業 停 止 命 令 対 象 行 為 に よ り 盗 品 等 の 売 買 等 の 防 止 又 は 盗

 　 　 品 等 の 速 や か な 発 見 が 阻 害 さ れ る 程 度 が 低 い と 認 め ら れ る こ

 　 　 と 。

 （ ２ ） 質 屋 又 は 代 理 人 等 が 暴 行 又 は 脅 迫 を 受 け て 営 業 停 止 命 令 対

 　 　 象 行 為 を 行 っ た こ と 。

 （ ３ ） 代 理 人 等 が 営 業 停 止 命 令 対 象 行 為 を 行 う こ と を 防 止 で き な

 　 　 か っ た こ と に つ い て 、 質 屋 の 過 失 が 極 め て 軽 微 で あ る と 認 め

 　 　 ら れ る こ と 。

 （ ４ ） 質 屋 が 営 業 停 止 命 令 対 象 行 為 と 同 種 若 し く は 類 似 の 法 令 違

 　 　 反 行 為 が 将 来 に お い て 行 わ れ る こ と を 防 止 す る た め の 措 置 又

 　 　 は 営 業 停 止 命 令 対 象 行 為 に よ り 生 じ た 違 法 状 態 を 解 消 す る た

 　 　 め の 措 置 を 自 主 的 に と っ て お り 、 か つ 、 改 悛 の 情 が 著 し い こ

 　 　 と 。

 ３ 　 第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る



 　 事 由 が あ る と き は 、 第 ５ 条 か ら 前 条 ま で の 規 定 に よ り 定 め ら れ

 　 た 長 期 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 、 基 準 期 間 よ り 長 い 期 間 を 営

 　 業 停 止 期 間 と す る こ と が で き る 。

 （ １ ） 営 業 停 止 命 令 対 象 行 為 の 態 様 が 極 め て 悪 質 で あ る こ と 。

 （ ２ ） 法 令 に 違 反 し た 程 度 が 著 し く 大 き い こ と 。

 （ ３ ） 営 業 停 止 命 令 対 象 行 為 に よ り 生 じ た 盗 品 等 の 売 買 等 の 防 止

 　 　 又 は 盗 品 等 の 速 や か な 発 見 が 阻 害 さ れ る 程 度 が 著 し く 高 い と

 　 　 認 め ら れ る こ と 。

 （ ４ ） 質 屋 が 営 業 停 止 命 令 対 象 行 為 を 行 っ た 日 前 ３ 年 以 内 に 同 種

 　 　 又 は 類 似 の 営 業 停 止 命 令 対 象 行 為 を 理 由 と し て 、 営 業 停 止 命

 　 　 令 を 受 け た こ と 。

 （ ５ ） 営 業 停 止 命 令 対 象 行 為 を 代 理 人 等 が 行 う こ と を 防 止 で き な

 　 　 か っ た こ と に つ い て 、 質 屋 の 過 失 が 極 め て 重 大 で あ る と 認 め

 　 　 ら れ る こ と 。

 （ ６ ） 質 屋 が 営 業 停 止 命 令 対 象 行 為 に 関 す る 証 拠 を 隠 滅 し 、 偽 造

 　 　 し 、 又 は 変 造 し よ う と す る な ど 情 状 が 特 に 重 い こ と 。

 （ 許 可 の 取 消 し を 行 う べ き 場 合 ）

 第 １ ０ 条 　 次 の 各 号 の う ち い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 質 屋 に 帰

 　 責 事 由 が 無 い 場 合 又 は 悪 性 が 極 め て 軽 微 な 場 合 で あ っ て 、 速 や

 　 か に 是 正 、 回 復 等 す る こ と が で き 、 現 に 是 正 、 回 復 し よ う と し

 　 て い る と き 等 を 除 き 、 許 可 を 取 り 消 す も の と す る 。

 （ １ ） 質 屋 が 法 以 外 の 法 令 に 違 反 し て 、 禁 錮 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ

 　 　 た と き 。

 （ ） （ 。）２ 質 屋 質 屋 が 未 成 年 者 又 で あ る 場 合 の 法 定 代 理 人 を 除 く

 　 　 が 法 第 ３ 条 第 １ 項 第 ３ 号 、 第 ４ 号 、 第 ６ 号 又 は 第 ９ 号 に 該 当

 　 　 し た と き 。

 （ ３ ） 質 屋 が 法 人 で あ る 場 合 に お い て 、 そ の 業 務 を 行 う 役 員 の う

 　 　 ち に 法 第 ３ 条 第 １ 項 第 １ 号 、 第 ３ 号 か ら 第 ７ 号 ま で に 該 当 し

 　 　 た と き 、 又 は 許 可 の 取 消 し を し よ う と す る 以 前 ３ 年 以 内 に 法

 　 　 第 ５ 条 の 規 定 に 違 反 し て 罰 金 の 刑 に 処 せ ら れ た 者 が あ る に 至

 　 　 っ た と き 。

 （ ４ ） 質 屋 の 法 定 代 理 人 が 法 第 ３ 条 第 １ 項 第 １ 号 、 第 ３ 号 、 第 ４

 　 　 号 若 し く は 第 ７ 号 に 該 当 し 、 又 は 該 当 す る に 至 っ た と き 。

 ２ 　 前 項 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場



 　 合 は 、 許 可 を 取 り 消 す も の と す る 。

 （ １ ） 質 屋 が Ａ に 分 類 さ れ る も の を 行 っ た と き 。

 （ ２ ） 質 屋 が 代 理 人 等 に 対 し 指 導 及 び 監 督 そ の 他 代 理 人 等 に よ る

 　 　 法 令 違 反 を 防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 を 尽 く し て い な か っ た

 　 　 こ と に よ り 、 代 理 人 等 が Ａ に 分 類 さ れ る も の を 行 っ た と き 。

 （ ３ ） 第 ８ 条 の 規 定 に よ り 営 業 停 止 命 令 の 長 期 が １ 年 に 達 し た 場

 　 　 合 で あ っ て 、 前 条 第 ３ 項 に 掲 げ る 処 分 を 加 重 す べ き 事 由 が あ

 　 　 る と き 。

 （ ４ ） 許 可 の 取 消 し を 行 お う と す る 日 前 １ 年 間 に ６ ０ 日 以 上 の 営

 　 　 業 停 止 命 令 を 受 け た 質 屋 又 は 代 理 人 等 が 当 該 営 業 停 止 命 令 の

 　 　 理 由 と な っ た 法 令 違 反 行 為 に 係 る 法 令 の 規 定 と 同 一 の 法 令 の

 　 　 規 定 に 違 反 し た と き 。

 （ ５ ） 前 各 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 法 令 違 反 行 為 を 行 っ た 質 屋 又

 　 　 は 代 理 人 等 が 法 令 違 反 行 為 を 繰 り 返 す お そ れ が 極 め て 強 く 、

 　 　 質 屋 営 業 の 健 全 化 が 期 待 で き な い と 判 断 さ れ る と き 。

 （ 情 状 に よ る 軽 減 ）

 第 １ １ 条 　 第 １ ０ 条 第 ２ 項 の 基 準 の み に よ れ ば 許 可 の 取 消 し を 行

 　 う こ と と な る 事 案 で あ っ て も 、 情 状 に よ り 特 に 処 分 を 軽 減 す べ

 　 き 事 由 が あ る と き は 、 許 可 の 取 消 し に 代 え て 営 業 停 止 命 令 を 行

 　 う こ と が で き る も の と す る 。

 （ 営 業 停 止 命 令 及 び 取 消 し の 関 係 ）

 第 １ ２ 条 　 法 令 違 反 行 為 に 対 し て 許 可 の 取 消 し を 行 う と き は 、 営

 　 業 停 止 命 令 は 行 わ な い も の と す る 。

 （ 二 以 上 の 営 業 所 を 有 す る 質 屋 に 対 す る 許 可 の 取 消 し 等 ）

 第 １ ３ 条 　 二 以 上 の 営 業 所 を 有 す る 質 屋 が 、 一 の 営 業 所 に つ い て

 　 許 可 を 取 り 消 さ れ た 場 合 は 、 許 可 を 取 り 消 さ れ た 原 因 で あ る 行

 　 為 を 代 理 人 等 が 行 い 、 か つ 、 当 該 行 為 が 当 該 営 業 所 の 営 業 に 関

 　 す る も の に 限 ら れ る と き を 除 き 、 他 の 営 業 所 に つ い て も 許 可 を

 　 取 り 消 す も の と す る 。

 ２ 　 二 以 上 の 営 業 所 を 有 す る 質 屋 が 、 一 の 営 業 所 に つ い て 営 業 停

 　 止 を 命 じ ら れ た 場 合 は 、 営 業 停 止 を 命 じ ら れ た 原 因 で あ る 行 為

 　 を 代 理 人 等 が 行 い 、 か つ 、 当 該 行 為 が 当 該 営 業 所 の 営 業 に 関 す

 　 る も の に 限 ら れ る と き を 除 き 、 他 の 営 業 所 に つ い て も 営 業 停 止

　 を 命 ず る も の と す る 。


